





























































































































































































































































































































































































































































































A　　　：WI LDCAT HOUS E。
B　　　：山猫軒。
N　　2：という札がでていました。
A　　　：君、ちょうどいい。ここはこれでなかなか開けてるんだ。入ろ
うじゃないか。
B　　　：おや、こんなとこにおかしいね。しかしとにかくなにか食事が
［155］
できるんだろう。
A　　：もちろんできるさ。看板にそう書いてあるじゃないか。
B　　　：入ろうじゃないか。ぼくはもう何か食べたくて倒れそうなんだ。
N l：二人は玄関に立ちました。玄関は白い瀬戸の煉瓦で組んで、じ
つにりっぱなもんです。そして硝子の開き戸がたって、そこに
金文字でこう書いてありました。
C l：どなたもどうかお入りください。決してご遠慮はありません。
N　　2：二人はそこで、ひどくよろこんで言いました。
A　　：こいっはどうだ、やっぱり世の中はうまくできてるねえ、きょ
うの一日はなんぎしたけれど、こんどはこんないいこともある。
このうちは料理店だけれども、ただでご馳走するんだぜ。
B　　　：どうもそうらしい。決してご遠慮はありません、というのはそ
の意味だ。
Nl・2：二人は戸を押して中へ入りました。
N l：そこはすぐ廊下になっていました。その硝子戸の裏側には、金
文字でこうなっていました。
C　　2：ことに肥ったお方や若いお方は、大歓迎いたします。
N　　2：二人は大歓迎というので、もう大よろこびです。
A　　　：君、ぼくらは大歓迎にあたっているのだ。
B　　　：ぼくらは両方兼ねてるから。
N　　2：ずんずん廊下を進んで行きますと、こんどは水いろのペンキ塗
りの扉がありました。
B　　：どうも変な家だ。どうしてこんなにたくさん戸があるのだろう。
A　　　：これはロシア式だ。寒いとこや山の中はみんなこうさ。
N l：そして二人はその扉をあけようとしますと、上に黄いろな字で
こう書いてありました。
C l：当軒は、注文の多い料理店ですから、どうかそこはご承知くだ
さい。
B　　　：なかなかはやってるんだ。こんな山の中で。
A　　：それぁそうだ。見たまえ、東京の大きな料理屋だって大通りに
は少ないだろう。
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N l：二人は言いながら、その扉をあけました。するとその裏側に、
C　　2：注文はずいぶん多いでしょうが、どうかいちいちこらえてくだ
さい。
B　　　：これはぜんたいどういうんだ。
N　　2：一人の紳士が顔をしかめました。
A　　：うん、これはきっと注文があまり多くてしたくが手間取るけれ
ども、ごめんくださいと、こういうことだ。
B　　：そうだろう。早くどこか室の中に入りたいもんだな。
A　　　：そしてテーブルにすわりたいもんだな。
N l：ところがどうもうるさいことは、また扉が一つありました。そ
してそのわきに鏡がかかって、その下には長い柄の付いたブラ
シが置いてあったのです。扉には赤い字で、
C l：お客さま方、ここで髪をきちんとして、それからはきものの泥
を落としてください。
N l：と書いてありました。
A　　　：これはどうももっともだ。ぼくもさっき玄関で、山の中だとお
もって見くびったんだよ。
B　　：作法のきびしい家だ。きっとよはど偉い人たちがたびたび来る
んだ。
Nl・2：そこで二人は、きれいに髪をけずって、靴の泥を落としました。
N　　2：そしたら、どうです。ブラシを坂の上に置くやいなや、そいっ
がぼうっとかすんで無くなって、風がどうっと室の中に入って
きました。
N l：二人はびっくりして、たがいによりそって、扉をがたんとあけ
て、次の室に入って行きました。
A・B：早く何か暖かいものでも食べて、元気をっけておかないと、も
う途方もないことになってしまう
Nl・2：と、二人ともおもったのでした。
N　　2：扉の内側に、また変なことが書いてありました。
C　　2：鉄砲と弾丸をここへ置いてください。
N l：見るとすぐ横に黒い台がありました。
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A　　：なるほど、鉄砲を持ってものを食うという法はない。
B　　：いや、よはど偉い人がしじゅう来ているんだ。
N　　2：二人は鉄砲をはずし、帯皮を解いて、それを台の上に置きまし
た。
N l：また黒い扉がありました。
C l：どうか帽子と外套と靴をおとりください。
B　　　：どうだ、とるか。
A　　：しかたない、とろう。たしかによっぽど偉いひとなんだ。奥に
来ているのは。
N l：二人は帽子とオーバーコートを釘にかけ、靴をぬいでぺたぺた
あるいて扉の中に入りました。すこし行きますとまた扉があっ
て、その前に硝子の壷が一つありました。
N　　2：扉にはこう書いてありました。
C　　2：壷の中のクリームを顔や手足にすっかり塗ってください。
N　　2：見るとたしかに壷の中のものは牛乳のクリームでした。
A　　　：クリームを塗れというのはどういうんだ。
B　　　：これはね、外がひじょうに寒いだろう。室の中があんまり暖か
いとひびが切れるから、その予防なんだ。どうも奥には、よは
ど偉いひとが来ている。こんなとこで、案外ぼくらは、貴族と
ちかづさになるかもしれないよ。
N l：二人は壷のクリームを、顔に塗って手に塗って、それからから
靴下をぬいで足に塗りました。それでもまだ残っていましたか
ら、それは二人とも、めいめいこっそり顔へ塗るふりをしなが
b
A・B：食べました。
N　　2：それから大急ぎで扉を開けますと、その裏側には、
C l：クリームをよく塗りましたか。耳にもよく塗りましたか。
N　　2：と書いてあって、ちいさなクリームの壷がここにも置いてあ
りました。
A　　：そうそう、ぼくは耳には塗らなかった。あぶなく耳にひびを切
らすとこだった。ここの主人はじっに用意周到だね。
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Bああ、細かいとこまでよく気がつくよ。ところでぼくは早く何
か食べたいんだが、どうもこうどこまでも廊下じゃしかたない
ね。
N l：するとすぐその前に次の戸がありました。
C　　2：料理はもうすぐできます。十五分とお待たせはいたしません。
すぐ食べられます。早くあなたの頭に瓶の中の香水を、よく振
りかけてください。
N l：そして、との前には金ピカの香水の瓶が置いてありました。
N　　2：二人はその香水を、頭へばちゃばちゃ振りかけました。ところ
がその香水は、どうも酢のような匂いがするのでした。
B　　　：この香水はへんに酢くさい。どうしたんだろう。
A　　：まちがえたんだ。下女が風邪でもひいてまちがえて入れたんだ。
Nl・2：二人は扉をあけて中に入りました。
N l：扉の裏側には、大きな字でこう書いてありました。
C l：いろいろ注文が多くてうるさかったでしょう。お気の毒でした。
もうこれだけです。
C　　2：どうかからだじゅうに、壷の中の塩をたくさんよくもみこんで
ください。
N　　2：なるほどりっばな青い瀬戸の塩壷は置いてありましたが、こん
どというこんどは二人ともぎょっとしておたがいにクリームを
たくさん塗った顔を見合わせました。
A　　　：どうもおかしいぜ。
B　　　：ぼくもおかしいとおもう。
A　　　：たくさんの注文というのは、向こうがこっちへ注文してるんだ
よ。
B　　　：だからさ、西洋料理点というのは、ぼくの考えるところでは、
西洋料理を、来た人に食べさせるのではなくて、来た人を西洋
料理にして、食べてやる家ということなんだ。
A　　　：これは、その、つ、つ、つ、つまり、ぼ、ぼ、ぼくらが……。
N l：がたがたがたがた、ふるえだしてもうものが言えませんでした。
B　　　：その、ぼ、ぼくらが、……うわあ。
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N　　2：がたがたがたがた、ふるえだして、もうものが言えませんでし
た。
A・B：にげ……。
N l：がたがたしながら一人の紳士はうしろの戸を押そうとしました
が、どうです、戸はもう一分も動きませんでした。
N　　2：奥の方にはまだ一枚扉があって、大きな鍵穴が二つつき、銀い
ろのホークとナイフの形が切りだしてあって、
C l：いや、わざわざご苦労です。たいへん結構にできました。さあ
さあおなかにお入りください。
N l：と書いてありました。おまけに鍵穴からはきょろきょろ二つの
青い眼玉がこっちをのぞいています。
A・B：うわあ。
Nl・2：がたがたがたがた。
A・B：うわあ。
Nl・2：がたがたがたがた。
二人は泣きだしました。
N　　2：すると戸の中では、こそこそこんなことを言っています。
C　　2：だめだよ。もう気がっいたよ。塩をも見こまないようだよ。
C l：あたりまえさ。親分の書きようがまずいんだ。あすこへ、いろ
いろ注文が多くてうるさかったでしょう、お気の毒でしたなん
て、間抜けたことを書いたもんだ。
C　　2：どっちでもいいよ。どうせぼくらには、骨も分けてくれやしな
いんだ。
C l：それはそうだ。けれどももしここへあいっらが入ってこなかっ
たら、それはぼくらの責任だぜ。
C　　2：呼ぼうか、
C l：呼ぼう。おい、お客さん方、早くいらっしゃい。
Cl・2：いらっしゃい。いらっしゃい。
C　　2：お皿も洗ってありますし、菜っ葉ももうよくもんでおきました。
あとはあなたがたと、菜っ葉をうまくとりあわせて、まっ白な
お皿にのせるだけです。早くいらっしゃい。
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Cl・2：へい、いらっしゃい、いらっしゃい。
C l：それともサラドほおきらいですか。そんならこれから火をおこ
してフライにしてあげましょうか。
C　　2：とにかく早くいらっしゃい。
N l：二人はあんまり心を痛めたために、顔がまるでくしゃくしゃの
紙くずのようになり、おたがいにその顔を見合わせ、ぶるぶる
ふるえ、声もなく泣きました。
N　　2：中では、ふっふっとわらってまた叫んでいます。
C　　2：いらっしゃい、いらっしゃい。そんなに泣いてはせっかくのク
リームが流れるじゃありませんか。
C l：へい、ただいま。じきもってまいります。さあ、早くいらっしゃ
い。
C　　2：早くいらっしゃい。
C l：親方がもうナプキンをかけて、
C　　2：ナイフをもって、
C l：舌なめずりして、
Cl・2：お客さま方を待っていられます。
Nl・2：二人は
A　　　：泣いて
B　　　：泣いて
A　　　：泣いて
B　　　：泣いて
A・B：泣きました。
N l：そのときうしろからいきなり、
Cl・2：わん、わん、ぐゎあ。
N l：という声がして、あの白熊のような犬が二匹、扉をっきゃぶっ
て室の中に飛びこんできました。
N　　2：鍵穴の眼玉はたちまちなくなり、犬どもはううとうなってしば
らく室の中をくるくるまわっていましたが、また一声
Cl・2：わん。
N　　2：と高く吠えて、いきなり次の戸に飛びっきました。
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N l：扉はがたりと開き、犬どもは吸いこまれるように飛んで行き
ました。
N　　2：その扉のむこうのまっくらやみの中で、
Cl・2：にゃあお、くゎあ、ごろごろ。
N　　2：という声がして、それからがさがさ鳴りました。
N l：室はけむりのように消え、二人は寒さにぶるぶるふるえて、草
の中に立っていました。
N　　2：見ると、上着や靴や財布やネクタイピンは、あっちの枝にぶら
さがったり、こっちの根もとにちらばったりしています。
Cl・2：風がどうと吹いてきて、草はざわざわ、木の葉はかさかさ、き
はごとんごとんと鳴りました。
N l：犬がふうとうなってと戻ってきました。そしてうしろからは、
C l：旦那あ、旦那あ。
N l：と叫ぶものがあります。
N　　2：二人はにわかに元気がついて、
A・B：おおい、おおい、ここだぞ、早く来い。
N　　2：と叫びました。
N l：蓑帽子をかぶった専門の猟師が、草をざわざわ分けてやって
きました。
N　　2：そこで二人はやっと安心しました。そして、
A　　　：猟師のもって来た団子を食べ、
B　　　：途中で十円だけ山鳥を買って
N　　2：東京に帰りました。
N l：しかし、さっき一ペん紙くずのようになった二人の顔だけは、
A　　　：東京に帰っても、
B　　　：お湯に入っても、
全　　員：もうもとのとおりになおりませんでした。
おしまい。
